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第２号議案　日本作業療法士協会の「基本理念」等承認の件

2023年度の組織改編に伴い、事務局の職員給与規程見直し及び人事管理制度の創設が必要となった
が、これを行うためには、事務局内での検討だけでは解決できず、法人組織全体の「基本理念」に遡っ
てこれを確認し、そこから演繹的・体系的に人材の評価基準や給与体系を構築し直す必要性があるこ
とが自覚された。そこで理事会は本件に特化した検討チームを設置し、日本作業療法士協会の基本理
念、その財務体質のあり方にはじまり、職務権限・職能要件、人事管理制度、職員給与規程等の課題
について集中的に検討を行わせることとなった。2023年度はまず「基本理念」（「活動方針」と「行動
規範」を含む）と「財務体質のあり方」（「財務管理指針」を含む）について検討したので、その成果
を本総会に上程する。2024年度はこれらを踏まえて「職員給与規程の見直し及び人事管理制度の創設」
に取り組み、2025年度からの導入を目指す。

日本作業療法士協会の「基本理念」（「活動方針」と「行動規範」を含む）を以下の通り提案する。こ
れは、本会の定款に規定された事業及び事業目的と並んで、それらの事業を実施するにあたって本会
が常に自覚しまた立ち返るべき価値観、社会的使命、基本姿勢を示し、本会の組織運営、財務管理、事
業管理、人事管理の最終意思決定を行う際の指針となるものである。

＜基本理念＞
作業で暮らしに彩りを

作業（Occupation）はすべての人にとって大切な生活行為や心身の活動であり、
作業療法は作業を通して健康と幸福に寄与できるという確信が、私たちにはあります。

私たちは作業療法士の職能団体として、
常に質の高い知識と技術を保ち続けます。
常に最善の作業療法を探求し創造し続けます。
常に一人ひとりに寄り添い、必要な人に、必要な時と場で作業療法を提供し続けます。

そのさきに私たちは、小さな喜びも幸せに感じられる色とりどりな暮らしと、さまざまな人が自分ら
しく生きられる社会の実現に貢献できると考えます。

＜活動方針＞
1．作業および作業療法の意味と価値を伝える。
2．作業療法を学術的に発展させる。
3．地域共生社会への参画と人材育成を推進する。
4．社会的認知向上と身分保障を改善させる。
5．協会・士会・職場・個人が協力して組織力を高める。

＜行動規範＞
1．誠実に仕事に向き合い、自らの能力を最大限に発揮して、最善を尽くす。
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2．‌�作業療法が健康と幸福に寄与し、作業療法がその人らしい暮らしを守り、社会に貢献できるという
信念を持つ。

3．‌�他者の声にも耳を傾け、さまざまな考えや意見を尊重し、共に協働する。
4．‌�最新の作業療法の情報を発信し続ける。
5．‌�日本作業療法士協会および作業療法の利益を損なう、あるいは損なう恐れのある行為は行わない。
6．‌�社会の課題やニーズに関心を寄せ、新たな作業療法実践や日本作業療法士協会の事業について考え

る。
7．‌�日本作業療法士協会の理念に共鳴し、その事業にそれぞれの立場で参画する。

「基本理念」等の検討経過

2023年度
・第1回定例理事会：職員給与規程見直し及び人事管理制度創設の検討チーム発足
・第5回定例理事会：日本作業療法士協会の基本理念の策定方針について承認
・第6回定例理事会：検討チーム内の基本理念ワーキンググループにて基本理念素案を提示
・2024年1月：常務理事会にて検討
・2024年2 ～ 3月：理事、社員、職員からの意見募集
・第2回臨時理事会：基本理念案を提示および意見募集
2024年度
・会員パブリックコメントにて意見募集（2025年3月29日～ 4月11日）
・会員（20代、30代）へヒアリング
・歴代協会長へヒアリング
・第1回定例理事会：「基本理念」（「活動方針」と「行動規範」を含む）を上程し、承認
・定時社員総会：「基本理念」（「活動方針」と「行動規範」を含む）を上程
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